
W32-R6244SOLT エーディーシー

��できる�� 6240A/B,6241A/42/47G/43/44/53/54

6240A/40B/41A/42/43/44/47G
6253/54

	
��・�
� モニタ/

6240A,6240B,6241A,6242,6247G,6243,6244,6253,6254は、 �の��です。エーディーシー

�� �のセルの�	 
�を
うことができます。10 IV
����では、セル�に�々の!"を#$できます。

◆

◆

GPIB

 !�"

 !�"

ADC�#

6240A ± / .15V 1 0A

6242 ± /6V 5A

6243 ± / ±32V 2A, 110V/0.5A

6244 ± / ±7V 10A, 20V/4A

6240B ± / .15V 1 0A

6241A ± / .32V 0 5A

6247G - ～+ /±15V 250V 0.32A

6253 ± ± / .32V/2A, 110V 0 5

6254 ± / ±7V 20A, 20V/7A

%& '(�� �
/

��できるSMU

)��の
*8が:;。

10 IV��	 
�

�
��の��

◆

◆

 !�"の <=を、'(１０EまでHJ<=ができるため、スピーディーなRTが:;になります。IV
)なったZ[の !�"の\み^わせでも、それぞれの !�"eにfgな<=hiで<=ができます。

 !�"の <=を、jkのJllmで、'(１noまで<=ができます。IV
 !�"へのqrは、それぞれにstにu=できます。

=��

=�


OPEN
SHORT

Vmax
Imax

◆qr�;

1/44

��"

パワコン

�=qr

��"��

��;�の<=

��し <=IV

�
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�� GP IB- ボード �� ����

1,280,000�
Windows8.1/10/11
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Excel2013 2024～
(32bit Only)¤

NI�

ラトックシステム#



10 IVセルHJ <=の²

³´－１ ³´－２ ³´－３ ³´－４

にチェックを»けない¾^のフォーマット

2/44



ÂÃ³Ä <=の²IV

にチェックを»けた¾^のフォーマット

Pmaxの
トレンドグラフ

'Çの カーブとIV
	Ëの カーブをIV
セットで�Ìします。

�rの<=ÍÎ

ÏÐJl

Ñ���

�
 ÏÐ�r

1シートに１セルの<=ÍÎをÒÓ

�
り
�
し
<
=
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Excel ISCタブでの ÔÕ<=の²

Jl Ñ��� <=�
 ÏÐ�r
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Ö��Hじ%�ならチェックします。

��する�Ùにチェックします。
ÚÕでHÛ��をÜう¾^は、BNC

１Þßの�Ùがマスターとなります。
マスターからのáâで、ãの�Ùがサンプ
リングをÜいます。

Ö��Hじ%�のメリット デメリット/

BNC /èéで�ÙlのHÛをêる¾^のメリット デメリット

Ö��がHじ%�の¾^、<=hi・ÂÃ³Äのqrhi・パラメータの ë=などのí�がîïになります。GO/NG
ð�Ùごとにí�しなくても、ôõの�Ùだけí�して、ãの�Ùへコピーできます。
 !�"のZ[がまちまちで、ð !�"eに�Ùの%& øùをúûするüýがある¾^にfÿできません。/

�Ù��で��lの ÚÕをÜうと、ôõの�Ùの<=に^わせて、ãの�Ùの<=がHJにÜわれます。BNC
しかし、ð�ÙにÚÕした !�"の１つに<=��hiが��した¾^、Öての³Äが	
します。

ÚÕをÜっていない¾^、�Ùlの<=のタイミングが、ôõの�Ùから
 づつズレて<=されます。BNC 10ms
しかし、 !�"のどれか１つが��hiになっても、その !�"だけの<=を��して、ãの !�"の<=は�Õされます。

<=�に、 がs���を�ÜしないようにExcel
s����;を にしておきます。OFF

データをêり�む は、<=�に、Excel Book
��を»けて��を�Üしておく とを
お�めします。

Ö�Ù HÛ��をÜう¾^は、BNC
チェックを»けます。
��の�ろの èéがüýです。BNC

チェックが�い¾^は、 èéはBNC
!ýです。
Ö�Ùは、E"にスイープ��をÜいます。
ð�Ùlで、スイープスタートが
 #$10ms
ズレます

<=%&の�に、
s���を にOFF
してください。

１．%&�の のs���を へExcel OFF

２．��する�Ùのhiをu=します。
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※�� <=Ùの��は、 や でÚÕされていれば、��しなくても��はすべてGPIB BNC
にしておくüýがあります。 シ ステムが+,に��しなくなりますON


�の�に��する



３．ð�Ùの <=hiをu=します。IV

Ö��Hじ%�にチェックした¾^に、ôõ�ÙでÒÓされます。
のボタンをクリックすると、ãの�Ùにôõ�ÙのhiをÖてコピーします。

hi、qrhi、パラメータë=hi。SWEEP

2Þß-.の��を/0するとÒÓされます。
のボタンをクリックすると、１つ�のhiを1�Ùにコピーします。

234をí�します。�
234をí�する¾^は、56の7kがüýです。
 !�"では、�
の±を�8してÒ9するため、*:しないように7kしてください。
²えば とした¾^、<=Ù�では、 となるため、<=Ù�の<[でISC 100mA -100mA
í�してください。

= の234のí�ができます。2
２つの234は、プラス�とマイナス�の234をk?します。
= 234のí�が�い¾^は、プラス� マイナス�の234がHじになります。2 /
つの234をí�する¾^、どちらを 、どちらを でí�しても@いです。2 + -

IV<=hiの�ÙをgりAえます。

ダブルクリック

CDEな !�"の Ò9IV <=Ù�からみた !�"の Ò9IV

ISC

ISC

VOC VOC

+ +

- -
2341

2342

�
の234のí�は、
ちらの<[でí�します。
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234 と234 のGH4のIJは、 -5であるüýがあります。1 2 100:1
²えば、234１= としたJ、234 -Mとします。-100mA 2=1mA



４．ð�ÙのセルにNえるqr ストレス をu=します。( )

<=Ù�âをgAえます。

ÂÃ³Ä�のqr ストレス を/0します。 を/0したときは、�rOの<=ができます。( ) VOLT,Vmax
�rOは、��"がÚÕされていた¾^の��;�のP�に��できます。
��4をゼロにu=するとSTUVとHWのqrになります。

IV ( )<=をしていないJのセルのqr4 ストレス をí�します。
<=から、Xの <=までのJllmが -MないとYZされません。IV IV 5sec

234をí�します。「Limit」]をダブルクリックすると、= 234のí�が2
:;になります。 56^_( )

234に`aしたときに³Äを	
する¾^は、チェックを»けます。
HÛにチェックを»けた¾^、どれか１つでも234に`aすると、BNC

Öての³Äを	
します。
HÛにチェックがない¾^、23に`aしたセルだけqrを にして、BNC OFF

ãのセルの³Äは�Õします。

セルからbÑされるcÏ�rOの<=ができます。
<=�のJlは、カウントされません。IV

�Ù�ろの efをÚÕして、�ÙlのHJサンプルをÜう¾^にチェックを»けます。BNC
のÚÕghは、�i。BNC

Öての�ÙがÖてHじ%�の¾^にチェックを»けます。
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= の234のí�ができます。2
２つの234は、プラス�とマイナス�の234をk?します。
= 234のí�が�い¾^は、プラス� マイナス�の234がHじになります。2 /
つの234をí�する¾^、どちらを 、どちらを でí�しても@いです。2 + -

��
と�
j$のÒÓをgAえます。
のgAえにより、�rOのÒÓもÔ�してgりAります。

CDEな !�"の Ò9IV <=Ù�からみた !�"の Ò9IV

ISC

ISC

VOC VOC

+ +

- -
2341

2342

�
の234のí�は、
ちらの<[でí�します。

234 と234 のGH4のIJは、1 2
-5であるüýがあります。100:1

²えば、234１= としたJ、-100mA
234 -Mとします。2=1mA



ë=4をlれたパラメータは、 シートにmnでí�されます。Excel
「ë=をlれたら<=を	
する」にチェックを»けると、ë=をlれたセルのqrを にして³ÄをOFF
	
します。

HÛにチェックがついていると、１つでもë=をlれるとÖての³Äを	
します。BNC

<=Ù�âをgAえます。

１�ßの�Ùにí�したhiをãの�Ùにコピーします。１�ßの�Ùにí�したhiをãの�Ùにコピーします。

ë=をÜうパラメータにチェックを»け、ë=4をí�します。
opは、ë=をÜいません。

５．ð�Ùのセルeに !�"パラメータのë=4をí�します。
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 !�"

GPIB USB- úAÙ
"r( )

�


25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

stu$<=

GP IB-

_$v

u$<=�マルチメータ

_$<=�マルチメータ アナログÑ�
ソーラーシュミレータ

４efÚÕ

または、２efÚÕ

( )ézf FF

(Rs)/⑦	|}~ }~J

(Rsh)/⑧�|}~ }~J

⑨���=�
 �
j$(Iv)/

(Vi)⑩�
�=��

( )⑪úA�J η

(W)⑫í��エネルギー

⑬stu$

①ST�
 ST�
j$(Isc)/ (Jsc)

(Voc)②%b��

(Pmax)/③'(Ñ� '(Ñ�j$

(Vmax)④'(Ñ�����

⑤'(Ñ����
 �
j$(Imax)/


�%&

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆���
��Ùだけを��したîïなv<システムで、��$な <=ができます。I-V

<=�$は、<=Ùメーカøùにより��されます。

さらに、 でマルチメータを�ZÚÕすれば、stu$や_$の<=も:;になります。GP IB-

マルチメータはu$<=�1Þ、_$<=�4Þまでの�Zができます。

�l³Äで、e�e�のÔÕ<=が:;です。<=%&J�と	
J�を�=してe�<=をÜいます。

<=ÍÎは�"に に��されます。Excel-Book

スイープ<=の��から、<=ステップ�のgAが:;です。�,なら い<=4となってしまう'(Ñ�

»Ëから%b��までを¡かく<=できます。

ExcelMの¢�£¤からîïに !�"のI-VZ[の<=が:;になります。

<=された��/�
4は¥¦にExcelシートにí�され、I-Vカーブが§かれ、「 C-8913」(56^_)のJIS

パラメータがs�EにÐÑされます。

�l

�©

フルオート<=�;により、Z[の!«な !�"の<=も、fgなhiでs�<=ができます。

Isc/Vocモニター�;により、ソーラーシミュレータの�O¬­や、<=�のÚÕ®¯がîïにできます。

<=パラメータの°±25$AÐ4のÐÑができます。

ソーラーシミュレータのシャッター%³2´ができます。 リレーÚµや ポートからシャッター2´をÜいます。COM

·�に¸¹した'(４�ºの<=hiを、C»<=できます。 s�シーケンス<= ページ^_( 26 )
- OneSunDARK IV<=、 <=、１ÞでのÁ¡<=、Â
Þ(パワー<=をC»<=できます。

Ö<=パラメータに のë=4をu=できます。 の<=4はmnで シートにí�されます。PASS FAIL FAIL/ Excel

	|または�|ÚÕ

'の%&の()*�



¢�£¤

 !�"パラメータvÐÍÎ
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の£¤から、ÐÑする

パラメータを�=します。

ソーラーシュミレータを��する

¾^に/0します。

_$vを��してí��エネル

ギーをvÐする¾^に/0します。

í��エネルギーを	Úキーí�

する¾^に/0します。

 !�"のZ[<=の

�り�しo
を�=します。

e�<=を�り�す¾^、

%&ÄÅ�と	
ÄÅ�、

Æび、

e�の<=JlÈを�=

します。

�
j$AÐでの<=も/0

できます。

２����／４����の��を�います。

�����を��します。

��の - アドレスを��します。GP IB

まず�,に、「
�.の:;」と「 - アドレス」をB�してください。GP IB


�MNのO

6243/44を��する !は、
その%&の'�()*を+,します。
この+,を01うと、��89が;<
しますから、ご@Aください。

は、FHJ6240A/40B/41A/42/47G/53
に��されます。

２Þ-Mの<=Ùを��して<=をÜう¾^は、 にチェックを»けます。
２Þ-Mの<=Ùの	|/�|ÚÕで !�"の<=をÜう¾^、Hじ%&の<=Ùの\^わせで<=します。
)なった%&の<=Ùの\み^わせでは、 !�"の<=をÜう とはできません。
に、チェックを»けない¾^は、１Þでの !�"<=モードになります。

�� �
/��4/

のÖスイープデータ

<=ÙのÚÕghを�=します。
「ðÉÊ��」「	|ÚÕ」「�|ÚÕ」

STUVの��の !、このWXはYて１\]の��と^じ��になります。

Ëいステップ Ìいステップ


�QにステップUWXえがZ[

��(V)

�
(A)

ST�
(Isc)

%b��(Voc)

'(Ñ�(Wm)

ラグランジェ2XÍl&

によりÐÑされます。

'(Ñ�

����(Vm)

'(Ñ�

���
(Im)

	|}~(Rs)

�|}~
(Rsh)

\]^_ `aとbcされるパラメータI-V

6253 の¾^は、Ñ�4の<=�;があります。/54
チェックを»けると、��Ñ�4と�
4の
ÎgのHJ<=が:;になります。



12.345 12.345 12.345 12.345 12.345

+ + + + +- - - - -
 !�"  !�"  !�"  !�"  !�"

GP IB-

リアー ÚÕBNC

(        )SYNC OUT (        )SYNC OUT (        )SYNC OUT (        )SYNC OUT
(        )SYNC OUT COMPLETE OUT COMPLETE OUT COMPLETE OUT COMPLETE OUT

COMPLETE OUT

TRIGGER IN TRIGGER IN TRIGGER IN TRIGGER IN
TRIGGER IN

(          /   )OPERATE IN OUT
(          /   )OPERATE IN OUT (          /   )OPERATE IN OUT (          /   )OPERATE IN OUT (          /   )OPERATE IN OUT

INTERLOCK
INTERLOCK INTERLOCK INTERLOCK INTERLOCK

５lmn	の
�.opの ケーブルの stBNC

BNC BNC�wを
うxyの sの
�z{

11/44



12/44

3���の��で � !"を$う&'の !"BNC BNC

1 BNC 2 BNC TÞの�Ùの コネクタに、 1の ケーブルをÚÕするüýが�じます。 その¾^、56のように 「 %ÚÏ」を��しないで
「 %ÚÏ」を��します。 %ÚÏでは、 ケーブルHÐがÑÒしてÚÕができません。Y T BNC

6253 Y BNC BNC Tの¾^は、「 %ÚÏ」を��しても lのケーブルがÑÒするため、56のように ケーブルと %ÚÏを\み^わせて、
ケーブルのèéをÜうüýがÔります。BNC

Y%ÚÏ

6240A/40B/41A/42/43/44/47G
BNCの¾^のHÛáâの ÚÕ

6253/54の¾^のÚÕ

6253/54
BNCの èé

COMPLETE OUT
(BUSY IN/OUT)
のèéは!ýです。

7k BNCHÛ��をÜわない¾^は、 の èéは!ýです。) BNC



４}~{によるM�

��(V)

�
(A)

ST�
(Isc)

%b��(Voc)

\]^_ 
�の����I-V

��な\]^_I-V
�のO

①スタート�� ②ストップ��

IscのvÐのため、ゼロより
ÕしÖさな4。 × Ø4=-0.1V

③ステップ��

スタート/ストップlが３０ÙÚ#$
になるようなステップ��4

×= 4よりÕし(きな4Voc
=Voc+0.1V×Ø4

④23�


×=される 4よりIsc
Õし(きめの�
4

⑤�ÛJl

ÏÙJl⑦<=ÜÝ

Jl

��Ñ�
�
<=

I-V<=Þt


�MN
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●フルオート<=�;
・「à�」
スタート、ストップ、ステップWのí�hiを��して<=をÜいます。
・「Ços�」
98ÚÕされているソーラーセルのZ[を®¯し、Öての<=hi
をs�Eu=し、fgな<=がÜわれます。�り�し<=をÜう¾^、
２oß-.は、Çoにá=したhiにâ=され<=されます。
・「eos�」
�り�し<=をÜう¾^、fgな<=hiにeos�Eu=します。

②

①

③

⑤

⑥
⑦

④



この「スイープ」タブが+,されているiに「 」ＳＴＡＲＴ
をクリックすると、��したrsにtずきスイープ��
をw�します。スイープxyz、その{|をExcel�
に��みます。「STUVの��」にチェックが�い
ていると、スイープデータからSTUVのパラメータ
がFHJに��されます。
スイープ�yz、データをパソコン��みに�する
i0は、5,000ステップのデータの !、�20�です。

U�スイープ/U�スイープを�り�えます。

スイープスタートU�/U�を��します。

スイープストップU�/U�を��します。 スイLOG
ープの !スタートとストップの¡¢の£¤は^じ
にしてください。

LIN LOGスイープのi、ステップU�を��し スイ
ープのi、ディケード¨りのX©*を��します。
@） スイープの !、この«は¬���­まLOG
せん。 ダブルクリックにより��³を´µしてください。

¶·U�/¶·U�を��します。

¸ステップの¹ºi0を��します。
パルス��の !は、(»を��します。
¼½は、¾«にします。ソフトÀで、¡½に
��ÁÂなÃÄのi0をFHJに��し
ます。Äすぎるi0を��すると、FHJに
i0をÆばします。

スイープU�をExcelに��みます。
ÈÉモードが「U�」で、「スイープU�」と
「スイープU�」のËÌにチェックを�けた
 !、このスイープU�は、wÎの��
³でなくÏ�³で��されます。

スイープU�をExcelに��みます。
ÈÉモードが「U�」で、「トレースU�」と「トレー
スU�」のËÌにチェックを�けた !、このスイ
ープU�は、wÎ��³でなくÏ�³で��され
ますから、wÎの��U�³とÐÑÒなる !が
あります。

U�スイープのi、ここで��したU�³
にÔÕしたU�³をÏ�し、Excelに��
します。U�スイープの !は、U�³の
��になります。
STUV��では、Ö×になります。

��のØXi0を��します。

¸ステップでの��ÙÆi0を��します。

リニア/ログのスイープを�り�えます。
(6240A/41A/42Aの !は、 / の��え)LIN FIX
STUV��の !は、リニアにá�されます。

スイープスタート/ストップ³の��のâãを
��します。

パルスモードで��します。
「¹ºi0」がパルス(»と
なります。
^iに<äのrsを��します。

スイープスタート/ストップ0をåæスイープします。

スイープU�/U�をËÌとも��み �
した !、FHJにèéを�います。

スイープをêëします。

¸��ì]のíîは、��に�ïする�ðíî
ñをòóください。

��する��の��がôõされます。ö÷øの*³
は - アドレスをôわします。����と - アドGP IB GP IB
レスの��は、「��のúû」ボタンで�います。

6240A/41A/42Aの !は、ýþ³での��が
ÁÂです。

6240Aのパルス��の !だけôõされます。
パルス��では、1Aÿ�のU���を�う
 !、Ã�なパルス(»/パルス�などをF
HJにÏ�し��します。

\]^_のI-V`aのz{

スイープタブを/0します。

¹ºi0 ¹ºi0

ØXi0 ØXi0��ÙÆ ��ÙÆ

i0i0

	
Ñ� パルスÑ�

 !�"の <=をÜう¾^はI-V
のチェックを»けます。

7  !�"の<=では、<=�
の<[が+qã8して シートにí�されます。) Excel

6241A/42A 2ndの !だけの�Âです。 スイープ

をÁÂにします。<ä��の2ì]の��³が�

×な !、 スイープが�なわれます。どちらか、2nd

またはËÌが¾«の !、 スイープは�なわ2nd

れません。
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ダブルクリックで、スタート³とストップ³を�れ	
えます。


�ホールドi0は、�äの
ホールドi0に
�されるi
0です。

を にしたのちOPERATE ON
スイープêëまでの ÀでPC

たせるi0です。

１\]の���のスイープrsを
２\]ÿ�のrsにコピーします。



��するパラメータにチェックを�けます。

ここに��したU�³にÔÕしたU�³を��します。

ここに��したU�³にÔÕしたU�³を��します。

��W�Øの��âãを「 」、「 」で�り�えます。cm2 m2
U��9Ï�は、このâãを��します。

ソーラシュミレータの��を��します。

ソーラシュミレータ��の��âãを「mW/cm2」、「W/m2」
で�り�えます。

GP IB- で��したó9Ïを��して��エネルギーを
��する !に+,します。

ó9Ïの��âã「Lux」を「mW/cm2」に´�する�*
を��します。

ó9Ïの¼�rsを��します。z�をòóください。

��エネルギーを��キー��します。この³は、
そのまま、´�×!Ï�のX"になります。

GP IB- で��した#9Ïで#9��を�う !に
チェックを�けます。z�をòóください。

「wU�で��」と「U��9で��」の+,を�います。
「wU�で��は、wÎに��したU�(V)、U�(mA)、U�(mW)をExcelに��し、
「U��9で��」は、U��9(mA/cm2)、U��9(mW/cm2)で��されます。
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ソーラーシミュレータを��する !に+,します。

\]^_
�z{の()*�

��Ô$となるソーラーセルのパラメータの#9�*が
&'に(îしている !は、そのパラメータの259��
³を��することができます。
��できるパラメータは、「 / 」「 」「Pmax」「 」ISC JSC VOC FF
だけです。

それぞれの#9�*を��します。
259��のÏ��は<äのとおりです。
259��³ = ��³ + #9�* * ( �� #9 - 25 )

シャッター¶/を�う !にチェックを�けます。01はz�

STUVの��Ì2の01を��します。

フルオート��をw�します。
「¬H」
スタート、ストップ、ステップなどのキー��した��rsで��を�います。
「45FH」
��されているSTUVの&'��を�い、そのSTUVの6¤に!った��な��rsを��し、
I-V��をêëします。��するSTUVの6¤が8îで、��rsが&'に9�できない !に:;
な�Âです。<り>し��を�う !、45だけFH��がおこなわれ、２5]ÿ�は、45に9�した
��rsにá�され��が�われます。
「?5FH」
<り>し��を�う !、?5FH��が�われます。

STUVのIscとVocの��やモニターを�います。
シャッタ¶/にチェックを�けると、シャッターのêAもBHします。

Vocのモニターをêë/DEします。

Iscのモニターをêë/DEします。

ここにチェックを�けると ��iのゼロU���の��U�レンジを �ISC
できます。¼½は、チェックを�けません。��レンジがオートレンジに��さ
れます。
STUVとそのHIKでÈLM$がÈÉしたiにチェックを�け、��U�
レンジを´µするとÈLM$を5Nできる !があります。



��のO�iPを��データに��します。

��データの��ÌQを�り�えます。
7ページ��{|Xをòóください。

��してデータを��z、Excel�のカーソルをどこへ
[Hするかを+,します。

15の��で、\5<り>し��を�うの �をします。
Ã] 5まで<り>し��がÁÂです。9,999
<äのÕ�ができます。
1.パラメータのi0J´`をb�する。
2.c*のセルをef��えながら��する。
3.パラメータの#96¤、ó96�をb�する。

スイープとスイープの
ちi0を��します。
¾«にすると、15��ごとに、fの��をg�するかの
hi��がôõされます。
このi、��jkの��えを�なうことができます。

このテキストボックスをダブルクリックすると50ステップで
l�できます。

<り>し��のi、パラメータのÏ�エラーがÈÉした
 !、そのエラーをÖpして��をg�します。

「Ctri」Key+「Auto_Mode_Size」の�をクリックすると{|が
}~に´わり、FHモードのi、 Àから ÀへのスVOC ISC
イープへ´えることができます。¼½は、 Àから ÀISC VOC
へのスイープÌQです。

この�をダブルクリックするとFHモードのiのスイープ
データ*を、20から 0の��で´µできます。7

この�I�をダブルクリックして、FHモードを+,します。
この３��のHèモードは、<éをòóください。

s�モードの３つの��モードのäいについて

FFが、 ÿ<のi0.7 FFが、0.8'zのi FFが、0.8ÿ�のi

DARK I-V��を�います。âにダイオード6¤を��し
ます。パラメータのÏ�は�いません。FHモードはÖ×
になります。

åæスイープによる��を�います。
~�l��のような��KSTUVで��します。

I-V Excel��{|を シートへ����するとき
��/�き/�りそれぞれパラメータのうち、
��³だけを シートへ��します。Excel

IV��を�っていない0、セルに�えるストレスの��を+,
します。
「 」「 」「 」「 」「 」「 」OPEN SHORT VOLTAGE Vmax CURRENT Imax
「 」「 」「 」「 」から+,しVmax(Go) Vmax(Ret) Imax(Go) Imax(Ret)
ます。

は、Vmax,Vmax(Go),Vmax(Ret),Imax,Imax(Go),Imax(Ret)
�'に��した³がセルに�えられます。

が+,された !は、¸セル?の がSEPARATE Vmax,Imax
��されます。もし、セルの�`�により�'に がVmax,Imax
��できなかったときは、Ãzに��された³が��されます。
�9も が��できなかったときは、 «に��Vmax,Imax Out
された³が��されます。

セルに�えるストレス³を��します。

¶·³を��します。

ダブルクリックすると、 のÈÉチェックをLimit ON/OFF
を�り�えます。

を��するとYj�を��します。Limit

c*の��の��Ì2を��します。
「 」SEPARATE
c*��を����に��します。
「 」SERIES
����に��します。
「 」PARALLEL
����に��します。

SEPARATEを+,した !、¸セルの´�×!を��する
ためのセル�Øを��します。
ダブルクリックしてセル��を�り�えて��します。
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@1) ���yz、その��{|を���øWのバッファメモリからExcel�にデータを�り�むのに �なi0は、4000ステップのI-V

データの !、� 21secかかります。

@2) スイープ��に ¡し、¹ºi0、パルス(»、パルス�、ØXi0、ホールドi0、ソースディレーi0、��ÙÆi0、��のオート

レンジ、ÈÉのオートレンジ �の¢み!わせにより ずしも£¤のrs��ができるとは·りません。 できるだけ ¥�した��ができるよ

うにするた め、8��なrs��で��をêëしようとしたとき、��rsを´µする�¦が�われます。

��な��rsになるように、�ärsを§9¨©して、��をêëしてください。

���の� ðíîñをª«し、ÈÉと��の¶·&ìを¬­しておくことが]�です。

?O?OのB���を�う !にチェックをつけます。

��を�うO�を��します。
�したO�の0、?O1つのBookがèûされ、その

Bookに��データが��されます。
01は、z�をòóください。

��を�うi0°を �します。
?O��を�うi0°を �します。

��と��のi00±を��します。
スイープêëからfのスイープêëまでのi00±です。

?Oの��データの��された の¹²³フォルダBook
を��します。

Bookµの³¶に�けるヘッダを��します。
データの¸¹に��します。

���、�»Jに をバックアップ¹²する !にBook
チェックを�けます。
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�ÙのÚÕghを にu=した¾^SEPARATE

SEPARATE( )��^»�� を+,した !、¸��は¸セルを��して��がÁÂです。
¸��は^»して ��を�いますが、スイープ��は¸��Fºに��できます。IV

1Þßのu=£¤

２Þß-.のu=£¤
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�パラメータの���の��
¸パラメータに(�rsを��できます。�·だけ、<·だけ、またはËÌを��します。
この(�を»れたパラメータは、 シートに}~で��されます。Excel

�り�し 
�の	、��のサンプル�の��z{I-V

�り�しo
を２o-Mにu=し、「Xの<=までのåちJl」をopにすると、eo、 <=eにCJ��になり、56のようにサンプル�í�IV
£¤がÒÓされます。
で、サンプル�をí�すると、 シートにí�される<=データのôõにサンプル�がí�されます。Excel

<=サンプルを <=ごとにêりAえて<=するときに��します。IV

opにする。

I-V<=の	�に56の£¤がÒÓされます。

SEPARATEを+,した !、¸セルの´�×!を��する
ためのセル�Øを��します。
ダブルクリックしてセル��を�り�えて��します。
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#9��にチェックをつけた !の
#9Ïの����
01は、22ページ「»W���」のì
をòóください。

「��」にチェックをつけたxy 「 �¡
�」 ¢£ を¤¥し「¦§
�.」の*�を
うxy( )

��したU�³をルックスの
âãに´�する�*を��
します。
Lux = ( ��U� - B ) * A

 !�"

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

stu$<=

GP IB-

�O _$v/

u$<=�マルチメータ

�O _$<=�マルチメータ/ -1

アナログÑ�

４efÚÕまたは、２efÚÕ

チェックを»けると
u=£¤がÒÓされます。ADC 7352Aの¾^

ADC 7352Aの¾^

ADC 7461P Pt100の ¾^

KEITHLEY 2110 Kの æ�Hの¾^

KEITHLEY 2110の<u}~çのèÒ²

Agilent 34970Aの¾^

1,Ch-1 , KSLOT %æ�H

Agilent 34970Aの¾^

1,Ch-1 ,SLOT DC��í�

LF EOI+

LF EOI+

CR LF EOI/ +

LF EOI+

LF EOI+

LF EOI+

LF EOI+

F40 1 0 3INIC DE TRS

F1 1 0 3INIC DE TRS

H0 F44 0 1 3PT IN TRS

UNIT C

: KTCO TYPE

: :TCO RJUN RSEL REAL

UNIT_C

TEMP:TRAN_RTD

TEMP:RTD:TYPE_PT100

*RST

: _INST DMM ON

: _TRIG SOUR BUS

: _ ,K,(@101)CONF TEMP TC

: _(@101)ROUTE SCAN

*RST

: _INST DMM ON

: _TRIG SOUR BUS

: : _(@101)CONF VOLT DC

: _(@101)ROUTE SCAN

�

�

�

MEAS TCO: ?

MEAS:TEMP?

READ?

READ?チェック�り(* )TRG

チェック	

チェック	

チェック�り(* )TRG

チェック�り(* )TRG

チェック	

チェック	

チェック	

チェック�り

( A,B )
� を
�

チェック�り

( A,B )
� を
�

チェック	

チェック	

チェック	

チェック	

ó9Ïは、Ã]4\(2,3,4,5)まで��ÁÂです。c*\のó9Ïを �した !、そのó9Ïの��³を
��`¼½してó9³として��されます。01は、22ページ「»W���」のìをòóください。

※��のe�について
1.Ã4に#9��を�います。 2.fにó9Ïの��を�います。 3.Ãzに ��を�います。I-V

ó9ÿ»の��を�うことができます。その !は、「ó9��」の
{|�を「Shift」キーをÁしながらクリックすると、「 」にôõがÂわり、OTHER
ó9��からÃ»されます。このマルチメータは��してÅAの��が
ÁÂになります。4\をすべてó9��からÃ»して、��したマルチメー
タとして��がÁÂです。
１\のマルチメータからc*のデータが、コンマでÇ�られてÈ�される
 !は、そのデータYての��ができます。①

①

①

①

①

①

①

①

②

②

②

②

②

②

②

②

③

③

③

③

③

③

③

③

④

④

④

④

④

④

④

④

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

u=4

u=4

u=4

u=4

u=4

u=4

u=4

<äの��Xòó

��
�の*�O

 � ¢£
�の*�O/

7)
Ctrl Enterは、「 」+「 」

アンダーバー はスペースを“_”( )
k?します。

7)
Ctrl Enterは、「 」+「 」

アンダーバー はスペースを“_”( )
k?します。

7)
Ctrl Enterは、「 」+「 」

アンダーバー はスペースを“_”( )
k?します。

7)
Ctrl Enterは、「 」+「 」

アンダーバー はスペースを“_”( )
k?します。

7 シャッター%³� とはï�!:。) 34970A

7 シャッター%³� とはï�!:。) 34970A

※ ef ef1  2 =RTD , 4 =FRTD

※1

※2

※2  PT100, PT385, PT3916



ª«の
��を、Agilent34970Aをmnして³チャンネルを¶り·むz{

jkのÂ
の<=ñßを、アジレントテクノロジー� のマルチプレクサ を��して'( までの34970A (34901A) 10ch
データをêり�む とができます。
の<=には、ló<=Ùの �から �が��できます。 �は、 $AÐのためのu$u$ô�の<=ですから2 5 1 25
��できません。

20/44

 !�"
GP IB-

４efÚÕまたは、２efÚÕ

LF EOI+

*RST

: _INST DMM ON

: _TRIG SOUR BUS

: _ ,K,(@101)CONF TEMP TC

: _ ,T,(@102)CONF TEMP TC

: : _(@103:105)CONF VOLT DC

: _(@101:105)ROUTE SCAN

READ?

チェック	

チェック�り

( A,B )
� を
�

①

②

③

④

⑤

u=4

7)
Ctrl Enterは、「 」+「 」

アンダーバー はスペースをk?“_”( )
します。

①

②

③

④

⑤

u$
u$
�O
õ$
��

34970A 5で ¹ºの
��を¶·むO

ch-1  K%æ�H
%æ�Hch-2  T

�O ��Ñ�ch-3 ( )DC
ch-4 ( )õ$ ��Ñ�DC
ch-5 DC��

マルチプレクサ を、スロット にöíする。37901A 1

5

7 シャッター%³� とはï�!:。) 34970A



I-V
�の
�»¼を½QでWりXえて
�するz{

Ëいステップ Ìいステップ

U�ÈÉ/U�ÈÉを+,します。

ÈÉ³のâãを��します。

��を にします。ON

��³を へ��するâãを+,します。Excel

①スイープêë³を��します。

②��0±を�り�える Ëを �します。

③スイープDE³を��します。

① ② ③
④ ⑤

④スイープÃ4の��0±を��します。

⑤スイープÏ�で��0±を��えzの、��0±を��します。

このボタンをクリックすると、「��rs」Ðøに��した³からスイープ��リストを

èûし、���øWのランダムスイープÒ&にÓÈします。

¡½にÓÈをxyすると、ボタンが}~になります。

��êë'に、このボタンをクリックしてください。

もし、このボタンをクリックしないで��をêëすると、��êë'に、��リストが

FHJに���にÓÈされ、そのz、スイープ��がêëされます。

:

:

�,のスイープによる

<=ÍÎI-V ランダムスイープを��した

<=ÍÎI-V

スイープステップを��でgりAえて<=するためには、「ランダム」タブを/0し、「 !�"の<=」にチェックを»けてください。

ただし、·�に「スイープ」タブで<=hiをu=し、+,なスイープ<=ができ とを®¯しておいてください。

「ランダム」タブでは、スイープ���
Þt-lの<=hiは「スイープ」タブでu=した<=hiを�÷します。

ダブルクリックで、スタート³/ストップ³/ステップ³を�れ	えます。
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ISC VOC/ のJlEúøをùúするには、56のghが�kされています。
nûüý !�"のÿþ[をP�するには、 の / のÔÕ<=を%&した�、ソーラーシミュレータのシャッターをà�でISC VOC

/ します。 シ ャッターの / によるnûüý !�"の / ÿþ[を®¯できます。OPEN CLOSE OPEN CLOSE ISC VOC
ただし、 のサンプリングJllmは、'ÿでも�0.1�#$になります。ÔÕ<=Jlの�さはExcelの'5Üに`aするまで�ÕでISC
きます。²えば、0.1�lmで、6,500��Õできます。

¾¿ÀÁ:\]^_Âの のÃÄaのÅÆz{ISC VOC/

¾¿ÀÁ:\]^_ÂのヒステリシスにÌÃしたÍÎスイープ

①スイープタブ
を/0します。

② !�"<=
にチェックを»け
ます。

① タブを/0します。Excel

③<=Jllmをí�します。

④<=ÜÝJlをゼロにします。

⑤ にチェックをAUTO RANGE
» けます。

② ÔÕ<=にチェックを»ISC
け て、<=o
をí�します。

１ 2

åæ��をするために、
どちらかの「åæ��」にチェック
を�けます。
どちらに�けても、×|は^じです。

��スイープの<=ÍÎ

nûüý%などのÔ�� !�"の <=では、スイープg�により)なった カーブをÓす¾^があります。 のようなヒステリシスのI-V I-V
ある !�"では、 カーブを��<=でÜいたい¾^があります。I-V
��<=をÜった¾^、「Üき」のデータと「
り」のデータの��4を��してパラメータをÐÑします。

�き/�りの��³
を��したパラメータ

�き/�りのそれぞれ
のカーブからのパラメータ
Ï�{|
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6243/44

6243/44

6243/44

6243/44

１Þß

１Þß

２Þß

２Þß

SYNC OUT

SYNC OUT

SYNC OUT

SYNC OUT

BUSY IN OUT/

BUSY IN OUT/

BUSY IN OUT/

BUSY IN OUT/

TRIGGER IN

TRIGGER IN

TRIGGER IN

TRIGGER IN

OPERATE IN OUT/

OPERATE IN OUT/

OPERATE IN OUT/

OPERATE IN OUT/

リアー ÚÕBNC

リアー ÚÕBNC

リアー ÚÕBNC

リアー ÚÕBNC

6240A/6241A/42

6240A/6241A/42

6240A/6241A/42

6240A/6241A/42

１Þß

１Þß

２Þß

２Þß

(        )SYNC OUT

(        )SYNC OUT

(        )SYNC OUT

(        )SYNC OUT

COMPLETE OUT

COMPLETE OUT

COMPLETE OUT

COMPLETE OUT

TRIGGER IN

TRIGGER IN

TRIGGER IN

TRIGGER IN

(          /   )OPERATE IN OUT

(          /   )OPERATE IN OUT

(          /   )OPERATE IN OUT

(          /   )OPERATE IN OUT

INTERLOCK

INTERLOCK

INTERLOCK

INTERLOCK

・ のÚÕgh6243/6244 ・ のÚÕgh6240A/6241A/6242

スイープモードの¾^のlóトリガ

Excelモードの¾^のlóトリガ

lóトリガ lóトリガ

lóトリガ lóトリガ

¦§トリガによる 
�のÓÔI-V

GP IB-

I-V<=%&áâ

I-V<=

ÜÝJl¬­

lóからのáâにHÛして <=を%&する¾^に��します。56の つのghがあります。I-V 2

「��のúû」で「��の»Wトリガ��」
にチェックを�けます。

「��の»Wトリガ��」にチェックを�けると、
���リアーの「 」��に^»して、TRIGGER IN
I-V��が�なわれます。

���Ö�の
TRIGGER IN
へ��する。

1. <=Ù (��)リアーの - を��するghTRIGGER IN

<=Ùリアーの のáâí�にHÛして <=を%&する とができます。 のghはシンプルなghですが、56の23があります。TRIGGER IN- I-V

「à�」、「Ços�」、「eos�」の/0で、「à�」だけが��:;です。「Ços�」、「eos�」を��するためには、<=%&�から=,E
にüýな�Oを_�しておくüýがあります。
Ù�Ùからのáâ、シーケンサからのáâ、パルス��からのáâなどのÿ�が�えられます。パルス�による <=をÜなうためには、ソーラI-V

シュミレータがパルス�にHÿしているüýがあります。さらに、パルス�Ñ�にHÛした レベルの<=%&áâがÑ�されるüýがあります。TTL

パルス�は、� -Mの�=した�Ñ�Jlがüýです。100ms

また、ÏÙJl -Mでの�ÿサンプリングで <=をÜなう¾^、<=Ù1�の<=�$は�Ûできません。 のJの<=�$の�øは1 I-VPLC

�する���Ùのøùに�じます。
<=を%&するáâを、<=Ùリアーの コネクタ「 」にÚÕします。 のáâのÁ¡は、<=Ùに»�するê��«�のBNC TRIGGER IN TRIGGER IN

I-Vのñを^_ください。 áâから <=を%&するまでのÜÝJlのJl¬­は「そのã」のボタンをクリックして、ホールドJlでÜなTRIGGER IN

います。 また、 <=の%&は のáâによりÜないますが、<=	
Jlはí�した<=hiによりáまります。I-V TRIGGER IN

<=にかかるJlは、「�ÛJl」 * 「ステップ
」です。I-V

ステップ
は、スタート�� ストップ�� ステップ��からÐÑされる<=データ
です。/ /

²)
=3ms , =-0.1V , =0.5V , =0.05V�ÛJl スタート�� ストップ�� ステップ�� の¾^、13ステップですから、

<=Jl となります。I-V = 3ms * 13 =39ms

%&áâ

フットスイッチ
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GP IB-

GP IB-

I-V<=%&áâ

I-V<=%&áâ

「��のúû」で「��の»Wトリガ��」
にチェックを�けます。

「»Wスイッチのスイープ」にチェックを�けます。

2. l»け�Ùのデジタルí�を��するg h

l»け�Ùへのデジタルáâのí�にHÛして <=を%&する とができます。"�、��の�=するló�Ùをご�kいただくüýがあI-V

のghの�µは、「à�」、「Ços�」、「eos�」から、stな/0ができる とです。
フットスイッチのáâ、Ù�Ùからのáâ、シーケンサからのáâなどにHÛした<=のÿ�が�えられます。
56のÚÕghから/0してください。

フットスイッチ

W

フットスイッチ

W

Agilent TechnologiesØ�
34970A ( 001 ) * 1オプション øÚ ÛÃDMM
ユーザÀでご�Aください。

MCIエンジニアリングØ�(OÞ�)
ユーザÀでご�Aください。

34903A (20ch )アクチュエータ

34907A
マルチファンクションモジュール

»�け��を+,します。
・Agilent 34970A

-512・MCI PCR GP

��に��する��ポート、または、
ビット��を �します。

2.34970Aを/0した¾^

3. -512PCR GPを/0した¾^

34970Aと、34907A(マルチファンクションモジュール)
を��します。
34907Aの í�にí�áâをNえると、シャッタDIO
がオープンした�、<=hiをs�にu=し、I-V
<=を�Üします。

MCI PCR GPエンジニアリング# -512 を��します。
-512 の í�にí�áâをNえると、PCR GP INPORT

シャッタがオープンした�、<=hiをs�にu=し、
I-V<=を�Üします。

OUTPORTINPORT

シャッターêA¶/

シャッターêA¶/

37

19

2

20

èéの²
í� の¾^-0INPORT

ピン�â
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GP IB-

OUTPORTINPORT

シャッターêA¶/

GP IB BOX- I/O

1. シャッター%³2´キット( -01)を/0した¾^。SKIT



ソーラーシュミレータのシャッターØÙを
なう 
�I-V

ソーラーシュミレータにシャッタ%³�;が��され、

パソコンからのシャッタ2´が:;な¾^、üý'Ö

3の�_�Jlで <=ができます。<=	�にI-V

シャッタをオープンし、<= 
とHJにシャッタをク

ローズします。また、�_�Jlはパソコンからの2´

でstにu=できるため、 <=�$が®�できます。I-V I-V<=

シャッタ% シャッタ³

�_�Jl

シャッター%³2´キット( -01)でシャッター2´する¾^。SKITシャッター%³2´キット( -01)でシャッター2´する¾^。SKIT

GP IB-GP IB-

OUTPORTOUTPORTINPORTINPORT

シャッターêA¶/シャッターêA¶/

GP IB BOX- I/OGP IB BOX- I/O

èéのgh

GPIB BOXI/O

GP IB- ケーブル

GPIB USB- úAÙ

PC USBの ポートへ

<=%&à!¢�ボタン

ソーラーシミュレータ
シャッター%³2´

7)
シャッター%³2´ケーブルのÚÕefは、
ソーラーシミュレータの#"!へお#い^わせください。

ソフトウェアのu=

シャッター%³2´をÜうu=

<=%&をà!¢�ボタンでÜうu=

GPIB BOX DISP SWI/O .の�¤の u=
DISP SW ON. 4, 6, 7の を
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7)$5��#のソーラシミュレータの¢�パネル
の / は、üず、 �にu=する。OPEN CLOSE CLOSE



GP IB-

RS-232Cによるシャッタ2´

「シャッター¶/」にチェック
を�けると、I-V��iに
シャッタ¶/が�なわれます。

ソーラシュミレータと��した ポート��を��します。RS232C

シャッタオープン õ を�してから ��をêëするまでのÙÆi0をI-V
��します。シャッタのオープンHèがÙい !に、シャッタがxYに
オープンするまでのi0¨©をします。

I-V���yz、シャッタクロース õ を�すまでのÙÆi0を��します。

&�Ù��#ソーラーシミュレータを、 -232Cでシャッター2´する¾^。RS

Asahi Spectraを+,します。

GP IB-

PCR GP GP IB-512 -の アドレスを��します。

MCI PCR GPエンジニアリング� -512 のリレーボックスを��してシャッタ2´をÜう¾^。

MCI PCR GP-512 を+,します。

OUT PORT- ��を��します。

MCIエンジニアリングØ�
-512PCR GP

ユーザÀでご�Aください。

OUT PORT-

シャッタオープン õ を�してから ��をêëするまでのÙÆi0をI-V
��します。シャッタのオープンHèがÙい !に、シャッタがxYに
オープンするまでのi0¨©をします。

I-V���yz、シャッタクロース õ を�すまでのÙÆi0を��します。

「シャッター¶/」にチェック
を�けると、I-V��iに
シャッタ¶/が�なわれます。

DC60V/2A
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GP IB-

34970A -の アドレスを��します。GP IB

シャッタオープン õ を�してから ��をêëするまでのÙÆi0をI-V
��します。シャッタのオープンHèがÙい !に、シャッタがxYに
オープンするまでのi0¨©をします。

I-V���yz、シャッタクロース õ を�すまでのÙÆi0を��します。

AgilentTechnologies�34970Aのリレーボックスを��してシャッタ2´をÜう¾^。

Agilent34970Aを+,します。

34903Aアクチュエータモジュールのリレー��を��します。

Agilent TechnologiesØ�
34970A ( 001 ) * 1オプション øÚ ÛÃDMM
34903A (20ch ) * 1アクチュエータ
ユーザÀでご�Aください。

300V,1A(50W)

34903A (20ch )アクチュエータ

ソーラーシミュレータ
のシャッターへ

ÅAのスロットããにäåします。

CM NO

「シャッター¶/」にチェック
を�けると、I-V��iに
シャッタ¶/が�なわれます。

GP IB-

7461P -の アドレスを��します。GP IB

ADC�7461Pマルチメータを��してシャッタ2´をÜう¾^。

ADC 7461Pを+,します。

デジタルÑ�

シャッタオープン õ を�してから ��をêëするまでのÙÆi0をI-V
��します。シャッタのオープンHèがÙい !に、シャッタがxYに
オープンするまでのi0¨©をします。

I-V���yz、シャッタクロース õ を�すまでのÙÆi0を��します。

「シャッター¶/」にチェック
を�けると、I-V��iに
シャッタ¶/が�なわれます。

2-6ピンへÚÕ
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DC 30V
120mADC



12.345

を'しながら、(を%ける。

(を%ける。

ÚÛ ソーラーシミュレータのシャッタÓÜØÙの「 」Ý�z{) 34903A

34903A

① の(を%ける34903A

②シャッターÚÕケーブルをèéする

シャッター
2´í�へ

シャッター
2´í�へ

シャッター
2´í�へ

③34970A1çへ�)する。

④ソフト�のu=

CH01の
「 」、「 」lにèéする。CM NO

34903Aは、C�Mの
スロットにöíし、
5の２つのスロットは
oきにする。

Agilent34970A を/0

GPIB Address 16は、 を/0

Relay Ch 1は、 を/0

チェックを»ける。

7)$5��#のソーラシミュレータの¢�パネル
の / は、üず、 �にu=する。OPEN CLOSE CLOSE

GP IB-

Agilent TechnologiesØ�
34970A ( 001 ) * 1オプション øÚ ÛÃDMM
34903A (20ch ) * 1アクチュエータ
ユーザÀでご�Aください。

300V,1A(50W)

+(,は
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�,の<=データのí�²

「<=4を5g�へí�」にチェックを
つけた¾^のí�²

「STUVの��」の I-Vにチェックを�けた !の、DARK
ダークI-V��{|。

「��
でÐÑ」と
「�
j$でÐÑ」
の<=ÍÎの²
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��される ブックの��Excel

" �のヘッダ" + "_" + ��� + "_" + ��� + ". "Book xls

�Þのßs
�を
うxy

「?O、<>し��を�う」にチェックをつけた !。
1.スタートすると、<äの µで、Mæêかれている のµ'が´µされたz、 �されたiPまで
ちçèになります。Book Book
2. �iPになると、FHJに��がêëされます。��データは、 シートの<ÌQに��されて�きます。Excel
3. �された�yiPになると または、 シートのÃ<�にéêする と、そのOの��をFHJに�yし、 を¹²しAじます。( Excel ) Book
4. をAじたz、�ちにëしい をFHJにèûし、fのOの��êëまで
�します。Book Book
5.このように、「 」から「4」を<>し、�yO�の�yiPになるとY��を�yします。2



àáシーケンス
�

FHシーケンス��は、&'にìíしたc*の��rsを、�ö¼½で��をw�する�Âです。
Ã]４つの��rsをìíできます。
Xえば、「î& - ��」、「ï& - ��」、「OneSun ��」のそれぞれのrsをìíし、この３つの��を�öして��がÁÂになります。DARK IV DARK IV IV

( )・ ３Þ�|ÚÕPARALLEL

12.345

12.345

12.345

12.345

12.345

12.345

12.345

12.345

12.345

【àáシーケンス
�のÃnO】

STEP-1

STEP-2

STEP-3

１Þの<=Ùだけを にして、Ì-の - <=をÜいます。ON DARK IV
<=Ùをオートレンジにして、.Öな�
óÙを+®に<=します。
シャッター2´は にします。OFF

３Þの<=Ùを にして、Ë-の - <=をÜいます。ON DARK IV
'(30Aまでの<=をÜいます。
<=Ùの<=レンジは、â=レンジで<=します。
シャッター2´は にします。OFF

２Þの<=Ùを にして、 - の <=をÜいます。ON ONE SUN IV
'(20Aまでの<=をÜいます。
シャッター2´は にします。ON
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<=ÍÎ



FHシーケンス
��モードを
/ します。ON OFF

FHシーケンス��をêëします。

Mæw��の��µがôõされます。

��µ(��rsのファイルµ)のôõ

��のìí。
ðÀ��に��されているYての��rsを、ファイルµを�け
てìíします。
このボタンをクリックしたとき、ð��にôõされている��rsが
Örsにìíされます。

ìíした��をÛÃします。

この��をêëする'の
ちi0を��します。
âãは、�です。
¾«の !は、��'にダイアログがôõされ、g� の(Y/N)
hiが�われます。

<äに��した��rsでâÈの��を�います。
��した��rsで��が¡しく�われるかのhiをします。
FHシーケンス��をêëするためには、òÀの「 」をクリックします。ＳＥＱ ＳＴＡＲＴ

ìíされている��rsを«み�んで、ðÀのrs��に
ôõされます。
rsをõ¡して、ìíボタンで§ìíできます。

FHシーケンス��øöの¹²/«�を�います。
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FHシーケンス
��モードを
/ します。ON OFF

àáシーケンス
�のz{

FHシーケンス��スタートボタン

このÒ&に、��rsをìíします。
Ã]４��の��rsがìíできます。
j�rsがìíしてないÒ&は、スキップします。

STEP-1

STEP-2

STEP-3

STEP-4

��rsìíボタン
クリックすると、Mæの��rsがìíされます



PmaxÂのトレンドétの*�z{

ヒステリシスを/う「 トレンド」 の<=²Pmax ( )MPPT

<=hiのu=gh
「<=4を5g�へí�」にチェックを»ける。
にチェックを»けないと、ÐÑパラメータの

トレンド�ÌはÜわれません。

ヒステリシスのあるセルでは、「��<=」
にチェックを»けます。
��<=では、ÐÑパラメータの��/Üき/

りの３1のトレンドが�Ìされます。

<=��o
は、３-Mにu=する。
３01のo
では、ÐÑパラメータの
トレンド�ÌはÜいません。
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トレンドグラフを�Ìするパラメータを/0します。
��<=をÜう¾^は、��/Üき/
りのそれぞれの4が
s�Eに�Ìされます。

ÔÕEに <=をÜうJ、チォックを»けると、I-V
'Çの �Ìと、'�に<=された �Ìだけが,にÒÓされます。I-V I-V
チェックが�い¾^は、ôõから２０Eまでの �ÌがÜわれ、I-V
それ-.は、<=は�Õされますが、�ÌはÜわれません。

I-V�Ìとïに、ÐÑパラメータのトレンドの�ÌをÜいます。
2し、ÐÑパラメータの�Ìは、MÌのí�hiをu=したJにだけ�Ìされます。
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※このページíîは、ïnðなI-V
�ñ[のòóになります。

ôéòó

ExcelデータのリアルタイムÑ�
Excelシートに、��する³を&'にキー��して

おいてください。

この「 Excel」タブが+,されているiに「 」をＳＴＡＲＴ

クリックすると、Excel�のデータがソースメータからeじ

��され、^iに��が�われます。

「グラフ `」にチェックを�けると、��³のリアルタイ

ムèéを�うことができます。

「 »W���」にチェックを�けると、��と^iに

マルチメータなどの»W���のデータを�り�むこ

とができます。 ただし、パルス��を�う !は、øW

��と^»して��を�うことはできません。

'Çは、 のボタンで、��する�Ù
の%&や��するÞ
と、その -GP IB
アドレスをu=してください。
Xページを^_ください。

1çのスイープ�;を��した<=
この「スイープ」タブが+,されているiに「ＳＴＡ

」をクリックすると、��したスイープrsにtＲＴ

ずき��の��を�ったz、スイープをw�しま

す。 ス イープxyz、その{|をExcel�に��

みます。��データは、Mæのカーソルããから

<ÌQにQかって��されます。

データの��z、Excelシート�に、FHJにè

éを�います。

1\â�で��する !は、パルス��がÁÂで

す。c*\での^»Hèでは、パルス��をサポ

ートしておりません。

1çのランダムスイープ�;を��した<=
この「 」タブが+,されているiに「 」ランダム ＳＴＡＲＴ

Þøのランダムメモリøの��リストにをクリックすると、

tづいたスイープ��を�います。

スイープxyz、その{|をExcel�に��みます。

��データは、Mæのカーソルããから<ÌQにQ

かって��されます。パルス��もÁÂです。

Excel データのリアルタイムc�ø での
�

● シートøのデータをなぞりながらc�するxyExcel

1\]の��の「��ãã」をここに��します。

2\]の��の「��ãã」をここに��します。

1\]の���の��データ
を に��したXExcel

��{|が��されたX

このããにカーソルをãいて��をêëします。

&'に��するデータを シートに��しておきます。��するデータはÅAのããに��ÁÂですが、 シートの�から<ÌQに��します。Excel Excel

<äに、その Xをõします。1

\の��から��Hèを�う !、どちらか つの��データが¾«になったiúでj�を�yします。2 1

2\の��を��して��
Hèを�う !は、ここに
��データを��します。
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③ñ.のüýの*�

��の2����／４����の��を�います。

�����を��します。

��の - アドレスを��します。GP IB

２\]の��を��し、１\]��との^»Hèをする
 !にチェックします。

Excelタブを+,しての��で、「 」iの����çèを �します。PAUSE

��êëi、１5だけオートゼロを�います。

②サスペンド^þの*�

��したYてのrsをロードûびセーブします。

6240A/41A/42Aだけの�Âです。
「�yi�� 」にチェックを�けた !、��のオペレーションを にしないで、オペレーションを のままで、サスペンドにします。OFF OFF ON
ここでは、サスペンドのiの��U�を��します。 HiZサスペンドは、	に です。

①グラフのétz{の*�

U�またはU�の��を�うi、チェックします。 また��{|をExcelへ��するiのâãを��
します。

��モードでは、 でも、����が��です。ýþ��がÁÂです。R6243/44

»W��の��³を へ��します。④をòóExcel

��データが½に��にôõされるように、Excelシートをスクロールします。

��をオートレンジで�います。マニュアルレンジでは、¶·U�によって9まるレンジにá�されます。

��データのリアルタイムèéを�います。①をòó

��³と�þに��³も シートに��します。リアルタイムèéのiに �になります。Excel

��³と�þにÿ�i0も シートに��します。Excel

6240Aのサスペンド��を��します。②をòó

��する��\*、��、 アドレス�を��します。③をòóGP IB-

6240A/41A/42Aのときの��Õ�を��します。

「Excel」タブを+,し、データ��を�う !のリアルタイムèéのÌ2を��します。

グラフのタイトルをÅAに��します。¾«でもかまいません。

��のデータを õ します。

��のデータを õ します。

��]�の / を��します。¾«の !、オートスケーリングされます。ただし、&'に³を��し、á�スケールMAX MIN
にすると、èéが��に�われます。

��]�の / を��します。¾«の !、オートスケーリングされます。ただし、&'に³を��し、á�スケールMAX MIN
にすると、èéが��に�われます。

Excelシート�のグラフサイズの]きさを¨©します。デフォルトでèéされるサイズにÔして
]または��します。
デフォルトのグラフサイズは、 のバージョンや、ディスプレーのサイズによりÒなります。Excel
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●)*を+�して、
�だけを:り<す&'

1\]の��の「��ãã」をここに��します。

2\]の��の「��ãã」をここに��します。

����で、��だけを<り>す !は、��³のzろに�カッコで��の<>し5*を��してください。��³を��する シート�のããはÅAです。Excel

<äのXでは、１\]の��は . ��á�、２\]の��は . ��á�で 5��を<り>す !のXです。12 5V 14 8V 50

１\]の��5*と、 \の��の��5*をÒなった5*で��した !は ない うに��されます。Xえば、 \]は . �� 5の��5*、 \]は、 .2 1 12 5V 50 2 0 2A

�� 5の��5*と��した !、wÎの��5*は 5になります。100 50

1 Excel\]の���の��データを に��したX
. á�で、 5の��を<り>す !は、12 5V 50
. ( )12 5 50
と��します。

@)この��で、 がエラーメッセージを�したExcel

 !は、³¶にシングルクォーテーションを��し
て、そのzろに*³を��してください。
X

12 5 50' . ( )

��{|が��されたX

このããにカーソルをãいて��をêëします。

��するU�またはU�³を、&'に Excelシートに��しておく �があります。また、「��ãã」ボタンで、¸��が��するExcelシート�のデータãã³¶を
��してください。 �ä��をしたz、「 」ボタンをクリックすると��ããからef<ÌQにデータが��され、その��{|がMæのカーソルããに��されます。START
「��ãã」ボタンòó

Excelデータ��モード
この「Excel」タブが+,されているiに
「 」をクリックすると、Excel�のＳＴＡＲＴ
データが２\の��からeじ��され、
^iに��が�われます。
２\の��0での��には、�30ms
のタイムラグがあります。

Excel�のデータをU�として��するか、
U�として��するかを��します。

U���するiは、¶·U�を��し
U���するiは、¶·U�を��し
ます。 ¾«の !は、����にeじ
その��³にÔÕしたÃ]の¶·³
にFHJに��されます。

��のØXi0を��します。

U�/U���z、��までのÙÆi0を��します。 ¹º
i0より�いi0を��した !、このi0が¹ºi0となり
ます。あまり¡hではありません。
パソコンのタイマでi0をカウントします。

U�/U�の��¹ºi0を��します。
あまり¡hではありません。
パソコンのタイマでi0をカウントします。

Mæの��と��をxyz、�iDEします。 「 」ＰＡＵＳＥ
をÁしたまま、「 」をÁすと、ステップHèになります。ＳＴＡＲＴ
Ã4に「 」をÁしたzに「 」をÁしても、ステップPAUSE ＳＴＡＲＴ
Hèになります。 「 」を�Ãすると、B���モードにPAUSE
æ�します。 「 Excel」タブが+,されたときのみ、�×です。

��を��します。

Excel�のデータを��するiのâãを��します。 Excel
�のデータが「１００」で、「ｍ 」を��すると、100mVが��
されます。

��をフリーランçèで�います。 ���、���は½に�
�³をôõし�けます。 ¡hな��ÙÆi0が �な !
には「 」は8Qきです。FREE RUN

��を��ôõに�り�えます。

��するデータ³¶ããを��します。Excel�のカーソル
を��したい³¶ããにãいてこのボタンをクリックします。
<のテキストボックスに、カーソルããが��されます。
テキストボックスへは、��、¬��もÁÂです。
テキストボックスが¾«のçèでは「 」できません。START
 ず、��ごとに��が �です。

��と��のrsを��する��を+,
します。ö÷øの*³は - アドレスをGP IB
ôわします。����と - アドレスのGP IB
��は、「��のúû」ボタンで�います。

Yデータ��を�yしたi、��をOFF
にします。

@)6240A/44A/42A
の !は、テキストボ
ックスをダブルクリック
すると�2¶·³の�
�がÁÂです。

��Hè�のDErsを��します。(z�④òó)

「 」çèのとき、１つ'の��³をÛÃします。PAUSE

§��を�う !に��します。

「Excel」タブを��した!、「 」ボタンで#$%び��を'(します。START

パルス#$に,�します。
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⑤¦§
�. マルチメータÂ の*�z{( )

»W���とは - でパソコンと��されている �があります。(<é)GP IB
»W���からÈられてくるデータのフォーマットは、 であり、c*のデータの !(Max10�)、データ0はコンマでÇ�られている �がASCII
あります。
@)Yての���との¼�を¹�するものではありません。

もし、»W���からデータを�け�るi、クエリーコマンドを&'にÈ�する �があるi、ここにÈ�する
クエリコマンドを��します。ほとんどの !、¾«で です。OK
もし、マルチメータが コマンド��のものでしたら、<äのコマンドのどれかが��されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

»W���のデータ��iにトリガが �なi、チェックをつけます。

»W���の - アドレスを��します。GP IB

�り�んだデータに、<ä �を�ったz、Excelへ��します。
Excelへの��³ = ( ���データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへ��する&ìをここに��します。
¾«の !、「»W���」が��されます。

��êë'に、���にÈ�するコマンドがある !は、ここに��します。 ファンクションやレンジ��えのコマンド
を��します。 ¼½は¾«です。

���のデリミタを��します。¼½は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「ÅAコマンド」からトリガのÌ2を+,します。GET TRG
¼½は、「 」の+,をします。GET
「ÅAコマンド」を+,した !は、トリガコマンドをテキストボックスに��します。

»W���のデータに �¼½を�うときにチェックします。 c*のデータが��された !は、そのYての
データに、<äに��した �が�われます。

»W���のデータを*³としてðうか、{|しとてðうかの+,を�ないます。

¼½は、「*³データ」に��します。

»W���からc*のデータがÈ�される !、データのÇ�り{|を �します。

�!Jには、「コンマ」が��されます。

④エラーマスクの��(��CDEF)

Excel�のデータを���に、チェックを�けたì]のエラーを��したi、��HèをDEします。
¼½は、éにõすçèで��します。

��Hè�、6240A/41A/42A/43/44Þøのエラーチェックì]を��します。

��Hè�、��データがここで��した³を»れると、��をDEします。どちらか、またはËÌに·#³を
��してください。(�を�わない !は、ËÌを¾«にしてください。また、��を�わないと、ここでの��
³にÔする(�は�われません。 \の��を��して��Hè�に、どちらか \の��が·#³を»れ2 1
た !、·#³を»れた��だけが��HèをDEし、$の��の��Hèはg�されます。

@)「オペレート を��する」にチェックを�けた !OFF
���リアーの ��「 」をショートçèで��をêëする �があります。ショートされていなBNC INTER LOCK
いと、オペレートが にならないため、��がêëできません。 �� �に ��がオープンになON INTER LOCK
ると、�ちに、���はオペレートが になります。ソフト�は、��³´µiと��w�iに -OFF INTER LOCK
がチェックされます。
ただし、¹ºi0が10secÿ�の !は、¹ºi0�、0.5sec?に がチェックされます。INTER LOCK

パソコン

GP IB-

12.345 12.345

ló<=Ù ló<=Ù

３．９９９３．９９９ ３．９９９

6240A/41A/42A 43 44/ /
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Þøのスイープ�Âを��した��
この「スイープ」タブが+,されているiに「ＳＴＡ
」をクリックすると、��したrsにtずき、２\ＲＴ

の��が^»を�ってスイープをw�します。
スイープxyz、その{|をExcel�に��みます。
��データは、Mæのカーソルããから<ÌQ
にQかって��されます。
スイープ�yz、データをパソコン��みに�す
るi0は、5000ステップのデータの !、�20
�です。

U�スイープ／U�スイープを�り�えます。

スイープスタートU�／U�を��します。

スイープストップU�／U�を��します。
スイープの !スタートとストップの¡¢LOG

の£¤は^じにしてください。

LINスイープのi、ステップU�を��し
スイープのi、ディケード¨りのX©LOG

*を��します。
@） スイープの !、この«は¬��LOG
�­ません。 ダブルクリックにより��³
を´µしてください。

¶·U�／¶·U�を��します。

スイープU�をExcelに��みます。
ÈÉモードが「U�」で、「スイープU�」と
「スイープU�」のËÌにチェックを�けた
 !、このスイープU�は、wÎの��
³でなくÏ�³で��されますから、wÎ
の��U�³とÐÑÒなる !があります。

スイープU�をExcelに��みます。
ÈÉモードが「U�」で、「トレースU�」と「トレー
スU�」のËÌにチェックを�けた !、このスイ
ープU�は、wÎ��³でなくÏ�³で��され
ますから、wÎの��U�³とÐÑÒなる !が
あります。

U�スイープのi、ここで��したU�³
にÔÕしたU�³をÏ�し、Excelに��
します。U�スイープの !は、U�³の
��になります。

��のØXi0を��します。

¸ステップでの��ÙÆi0を��します。

リニア／ログのスイープを�り�えます。
(R6240の !は、リニア/ の��え)FIX
ただし、２\^»Hèの !は、「 」だけLIN
の+,となります。

スイープスタート／ストップ³の��のâãを
��します。

パルスモードで��します。
「¹ºi0」がパルス(»となります。
^iに<äのrsを��します。
パルス�の����は、1ms～60,000ms

スイープスタート／ストップ0をåæスイープし
ます。

スイープU�／U�をËÌとも��み��
した !、FHJにèéを�います。

スイープをêëします。

¸��ì]のíîは、��に�ïする�ð
íîñをòóください。R6240では、オートレン
ジディレーの��はありません。
ホールドi0����は、4ms～60,000ms

��と��のrsを��する��を+,
します。ö÷øの*³は - アドレスをGP IB
ôわします。����と - アドレスのGP IB
��は、「��のúû」ボタンで�います。

@1) ���yz、その��{|を���øWの バッファメモリからExcel�にデータを�り�むのに �なi0は、4000ステップのデータの

 !、� 21secかかります。

@2) スイープ��に ¡し、¹ºi0、パルス(»、パルス�、ØXi0、ホールドi0、ソースディレーi0、��ÙÆi0、��のオート

レンジ、ÈÉのオートレンジ �の¢み!わせにより ずしも£¤のrs��ができるとは·りません。 できるだけ ¥�した��ができるよ

うにするた め、8��なrs��で��をêëしようとしたとき、��rsを´µする�¦が�われます。

��な��rsになるように、�ärsを§9¨©して、��をêëしてください。

���の� ðíîñをª«し、ÈÉと��の¶·&ìを¬­しておくことが]�です。

@3) ２\の��で^»H èを�う !、^じ��の��でご��になることをお&めしますが、Òなった��での^»Hèを�う !、

マスターÀ (��１)に、R6243/44を��し、スレーブÀ(��２)にR6240をご��ください。

@４) ２\の��での^»H èを�う !、 ず、��リアーの コネクタ0を^�ケーブルで{Iしてください。(fページòó)BNC

¡しい{ Iが�われていないと、¡½な��/��Hèが�われません。

@５) ２\の��での^»H èを�う !、Yての��/��rsを��したz、&'に、Ë��の��をオシロスコープでb)し、¡しい

^»��が� われていること、ûびU�/U�の��りをhiしてください。 ��に� ïする�ðíîñをª«し、^»Hèの·#を¬

­しておいてください。

R6240の !は、ýþ³での��がÁÂです。

R6240のパルスÑ�の¾^だけÒÓされます。
パルスÑ�では、1A-Mの�
Ñ�をÜう
¾^、'fなパルスsÛ/パルス�などをs
�EにvÐしu=します。

��MNでのスイープ)*と
�を$う

ダブルクリックで、スタート³とストップ³を�れ	
えます。

¸ステップの¹ºi0を��します。
パルス��の !は、(»を��します。

5ms 60,000ms���� ～
¼½は、¾«にします。ソフトÀで、¡½に
��ÁÂなÃÄのi0をFHJに��し
ます。Äすぎるi0を��すると、FHJに
i0をÆばします。



Excel�のデータをランダムスイープとして��
この「ランダム」タブが+,されているiに「 」ＳＴＡＲＴ
をクリックすると、��したrsにtずき２\の��が
^»をとってランダムスイーープをw�し、その��
{|をExcel�に��みます。
��データは、Mæのカーソルããから<ÌQにQか
って��されます。

Excelシートより、U�³として�り�むか、U�
³として�り�むかを+,します。

�り�むデータのâãを��します。
Xえば、Excel�のデータが「100」で「mA」
を��した !、100mAとして�り�まれ
ます。

Excel�の*³データを��のランダムメモリへ
Èり�みます。
Excel�のMæのカーソルããから<ÌQ
にデータの�り�みをêëします。
セルが¾«になるか、5000�になると、
�り�みを�yします。
�り�んだ{|は、<の���%に*+
されます。
5000�のデータをパソコンから��へÈ�
に�するi0は、�20�です。

「 」により��するメモリ�%��をSTART
��します。
２\の��の�%がÒなって��されている
 !、��されるデータは、�さいÌの�%
��にあわせて��されます。
X)
��1が、スタート 0 ストップ 200
��2が、スタート 100 ストップ 250
と��されている !、��される��は、
スタート 100 ストップ 2000
となります。

「メモリ�%」で��された��のデータのランダム
スイープをêëします。
&'に「U���」か「U���」かを「スイープ」
タブのÈÉモードを�り�えておいてください。
$のrsは、「スイープ」タブで��した<äの
rsに,います。

・ /パルスDC
・¹ºi0(パルス(»)
・��ÙÆi0
・ソースディレー
・オートレンジディレー
・スイープリバース
(パルスの !)
・バイアス³
・パルス�

ランダムスイープと^iに��を�うときにチェック
を�けます。U���/U���のどちらか�Ìの
+,となります。

��{|をExcelへ��するときのâãを��します。

��されている��の��を�-し、ôõ
します。

��と��のrsを��する��を+,
します。ö÷øの*³は - アドレスをGP IB
ôわします。����と - アドレスのGP IB
��は、「��のúû」ボタンで�います。

Excelデータをランダムメモリに¶·、c�と
�を
う

ランダム34でスイープした²

��U�).

��U�).
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ランダム34でスイープした² Jl5での<=4�Ì²( )

ÓÈêëボタンにより、
���へÈ�した
��データリスト。

「i0�-」にチェックを�けてスイープ��を�うと
Excelシートへは、「i0」「U�」「U�」が��されます。
「スイープ」タブのグラフにチェックが�いているiは、
��はi0、��は��³でFHJにèéされます。
�/、アドインを�yして、§9、アドインを0Hしたz、
スイープ��を�った !、È�したU�12が3わ
れるため、「i0」と「U�」だけがExcelシートへ��さ
れます。
「i0�-」のチェックを»してスイープ��を�うと、
U�－U�6¤のèéが�われます。



6240A/40B/41A/42/47G -の *�GP IB

6243/6244 -の u=GP IB

6253/6254 -の u=GP IB

ロータリーリブ

MENUキー

① キーを'して、ロータリーノブをoし、「 」をÒÓします。MENU I/F

① キーを'して、ロータリーノブをoし、「 」をÒÓします。MENU SYSTEM

56Yキー

M6Yキー

②56Yキーを'して、「 」と「 」のgAえ£¤で、もうC$、GPIB USB

56Yキーを'して、ロータリーノブをoし「 」にgAえます。GPIB

②56Yキーを'して、ロータリーノブをoし「 」をÒÓします。GPIB

③M6Yキーを'し、ロータリーノブをoし、7$は アドレスをu=GP IB-

します。

③M589の6Yキーを'し、 アドレスをu=します。GP IB-

④ ボタンで<=£¤に
ります。MENU

④ ボタンで<=£¤に
ります。EXIT

ロータリーリブ

MENUキー

MENUキー

56Yキー

EXITキー

�ソフトをmnする�のñ.の*�

40/44

Interfaceを/します。

GPIBを/0します。

GPIBアドレスを®¯します。



「 」キーを'しながら、クリックするとshift
:;がmnになります。
そのÍÎ、98のカーソル<=からの
データí�がÜわれます。
その¾^、グラフは>2Eに になります。OFF

セルの�	に
�なデータ��z{
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「 」+8クリックCtrl

「 」+8クリックCtrl

・ スイープでのスイープ
�のB�z{AUTO

・ の¡b
�の��z{Rs/Rsh
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・「 タブ」��lの�� sでの^�
�の�«�Excel

「 タブ」でÂ
の�Ùを�|ÚÕして、�
のトレンドを<=する¾^の7kExcel

Â
の�Ùを�|ÚÕして�
4をÔÕ<=する¾^、9Ìの
ùに、�
<=4が(きく?れる¾^がÔります。
Zに、 で@く��します。6253/6254
の¾^、234 �
 の4を、23が��しないÞtで、( )
<=�
4にËい234 �
4 をí�する とにより、( )
oAする とができます。

23�
にひかからない#$に、
なるべくÖさな23�
4をí�します。
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そのãのu=として、
ôõのデータが�=しない¾^は、①をクリックしてÇoの<=にÜÝJl Cn] をu=します。( )
または、②の のチェックをlして、マニュアルレンジで<=します。AUTO-RANGE

①

②



ÏÙ% úAÙのÏÙJlは、 のï<を��します。A/D ' 'PLC

��s3
 のEFです。Power Line Cycle( )

のJlは、 úAÙ©óのコンデンサを��するJlです。A/D

は、��s3
の1sÛÙのJlです。1PLC

G-では、 、 G-では、 をÒします。50Hz 20ms 60Hz 16.7ms

<=�$にHIをÆぼすノイズýzのKどは、��s3
の­
Lのs3
のl���です。

の­
LのÏÙをÜう とによりノイズýzの@くをMNできます。PLC

+しい��

ノイズOÙ ��s3
OÙ( )1PLC

A/DúAÙには、「PXIQ%」と「ÏÙ%」があり、1ソフトがサポートする���
��Ùは、「ÏÙ%」を
��して<=がÜわれます。

úAÿ$がÿいため、RJの��<=が:;。

��のRJ4を<=する とがßE。

オシロスコープや、 úAボードなどに��される。A/D

úAÿ$はÜい。

ノイズのHIをSけにくいため�=した<=が:;。

デジタルマルチメータ、}~v、.Ö���
vなど

に��される。

í�áâ
í�áâ

D/AúAÙ

��IQoT

【V"】
コンデンサに��して、b�するJlをvる

①ÏÙ% úAÙA/D

ÏÙoT

②PXIQ% úAÙA/D

【V"】
©ó úAÙとのIQにより<=する。D/A

A/D�X.について

��	»「 」とはPLC

フルオート
�とは

�§�� の¡bRs/Rsh

「à�」、「Ços�」
での<=Þtの×Y

「eos�」
での<=Þtの×Y

V

I
この��の5Iの6きからÏ�される��ýþ(Rsh)のÃ]³が7�³として8�されます。

この��の5Iの6きからÏ�される��ýþ(Rs)のÃ�³が7�³として8�されます。
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